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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 78,567 20.4 2,874 △5.4 2,941 △5.7 1,819 △6.9

2021年3月期第3四半期 65,254 △2.9 3,040 89.6 3,119 82.4 1,954 △1.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　1,871百万円 （△19.9％） 2021年3月期第3四半期　　2,337百万円 （8.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 373.18 ―

2021年3月期第3四半期 392.72 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 82,080 48,868 57.9

2021年3月期 87,846 48,026 53.2

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 47,505百万円 2021年3月期 46,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 160.00 160.00

2022年3月期 ― ― ―

2022年3月期（予想） 180.00 180.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 115,000 2.9 6,000 △16.3 6,000 △17.3 4,000 △14.8 820.36

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 5,220,023 株 2021年3月期 5,220,023 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 395,436 株 2021年3月期 344,092 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 4,874,727 株 2021年3月期3Q 4,975,928 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではございません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により制限された経済活動も

ワクチン接種の普及等により落ち着きを見せましたが、新たな変異株の出現により感染が再拡大しており、国内外の

感染症の動向や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要があるなど、依然として先行きについては予断を許さな

い状況が続いております。

当社グループの主要事業であります道路建設業界におきましては、防災・減災、国土強靭化等により建設需要は底

堅く推移したものの、民間投資については依然厳しい状態が続いています。更には、原材料価格の高騰の影響もあり

経営環境は引き続き厳しい状況のもと推移いたしました。

このような状況下におきまして、当社グループの当第３四半期連結累計期間における受注高は81,969百万円（前年

同四半期連結累計期間比0.4％減少）となり、売上高は78,567百万円（前年同四半期連結累計期間比20.4％増加）と

なりました。

損益につきましては、営業利益は2,874百万円（前年同四半期連結累計期間比5.4％減少）、経常利益は2,941百万

円（前年同四半期連結累計期間比5.7％減少）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,819百万

円（前年同四半期連結累計期間比6.9％減少）となりました。なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準

第29号 2020年３月31日、以下「収益認識基準」という。）等の適用により、売上高は8,107百万円増加し、営業利

益、経常利益はそれぞれ32百万円増加しております。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①建設事業

当第３四半期連結累計期間における受注高は49,263百万円（前年同四半期連結累計期間比13.1％減少）となりま

した。完成工事高は46,967百万円（前年同四半期連結累計期間比18.5％増加）となり、セグメント利益は1,854百

万円（前年同四半期連結累計期間比74.1％増加）となりました。なお、収益認識基準の適用により、売上高は

8,100百万円増加し、営業利益は29百万円増加しております。

②建設材料等の製造販売・環境事業等

当第３四半期連結累計期間における売上高は31,600百万円（前年同四半期連結累計期間比23.4％増加）、セグメ

ント利益は2,566百万円（前年同四半期連結累計期間比26.7％減少）となりました。なお、収益認識基準の適用に

より、売上高は7百万円増加し、営業利益は2百万円増加しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、82,080百万円となり、前連結会計年度末と比較して5,765百万

円の減少となりました。主な要因は、現金預金が3,700百万円、受取手形・完成工事未収入金等が2,644百万円、未成

工事支出金が1,229百万円減少したこと等によります。

負債合計は、33,211百万円となり、前連結会計年度末と比較して6,607百万円の減少となりました。主な要因は、

支払手形・工事未払金等が1,514百万円、未払法人税等が1,954百万円、未成工事受入金が1,694百万円、長期借入金

が841百万円減少したこと等によります。

純資産合計は、48,868百万円となり、前連結会計年度末と比較して841百万円増加となりました。主な要因は、親

会社株主に帰属する四半期純利益1,819百万円の計上、株主配当金780百万円の支払い等によります。

　収益認識基準の適用により、利益剰余金の期首残高が17百万円増加したことにより純資産が増加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月14日に発表いたしました業績予想の内容に変更はございませ

ん。今後の業績推移に応じて修正が必要になった場合は適切に開示してまいります。

前連結会計年度の有価証券報告書の(追加情報)に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について重

要な変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,764 9,063

受取手形・完成工事未収入金等 39,679 37,034

未成工事支出金 5,144 3,915

商品及び製品 656 768

仕掛品 102 75

材料貯蔵品 1,341 1,502

その他 2,353 3,428

貸倒引当金 △157 △133

流動資産合計 61,883 55,654

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,659 12,942

機械装置及び運搬具 26,851 27,514

土地 11,995 12,140

リース資産 574 627

建設仮勘定 252 92

その他 2,412 2,439

減価償却累計額 △34,757 △35,281

有形固定資産合計 19,988 20,475

無形固定資産 416 367

投資その他の資産

投資有価証券 3,777 3,848

長期貸付金 286 283

退職給付に係る資産 748 761

繰延税金資産 244 254

その他 776 564

貸倒引当金 △276 △130

投資その他の資産合計 5,557 5,581

固定資産合計 25,962 26,425

資産合計 87,846 82,080
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 24,299 22,784

短期借入金 1,688 2,268

未払法人税等 2,232 277

未成工事受入金 3,318 1,623

完成工事補償引当金 64 72

工事損失引当金 576 45

その他 3,681 2,615

流動負債合計 35,860 29,687

固定負債

長期借入金 1,664 823

繰延税金負債 515 873

再評価に係る繰延税金負債 1,046 1,044

退職給付に係る負債 415 422

資産除去債務 64 53

その他 252 308

固定負債合計 3,959 3,523

負債合計 39,819 33,211

純資産の部

株主資本

資本金 7,584 7,584

資本剰余金 6,966 6,986

利益剰余金 30,462 31,524

自己株式 △1,033 △1,301

株主資本合計 43,980 44,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,908 1,868

土地再評価差額金 658 652

退職給付に係る調整累計額 192 190

その他の包括利益累計額合計 2,759 2,712

非支配株主持分 1,287 1,363

純資産合計 48,026 48,868

負債純資産合計 87,846 82,080
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 65,254 78,567

売上原価 56,722 70,244

売上総利益 8,531 8,323

販売費及び一般管理費 5,491 5,448

営業利益 3,040 2,874

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 96 107

貸倒引当金戻入額 3 3

その他 68 38

営業外収益合計 173 155

営業外費用

支払利息 39 24

金融手数料 24 23

投資有価証券評価損 - 26

その他 29 13

営業外費用合計 93 87

経常利益 3,119 2,941

特別利益

固定資産売却益 12 42

その他 - 0

特別利益合計 12 42

特別損失

固定資産売却損 0 9

固定資産除却損 12 43

特別損失合計 13 52

税金等調整前四半期純利益 3,118 2,931

法人税等 1,073 1,013

四半期純利益 2,045 1,918

非支配株主に帰属する四半期純利益 90 99

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,954 1,819
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 2,045 1,918

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 262 △39

土地再評価差額金 - △5

退職給付に係る調整額 29 △1

その他の包括利益合計 292 △46

四半期包括利益 2,337 1,871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,246 1,772

非支配株主に係る四半期包括利益 90 99
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至2021年12月31日）

　当社は2021年11月11日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結会計期間末までに累計63,100株の自己

株式の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が301百万円増加いたしまし

た。また、2021年７月28日付けで、譲渡制限株式報酬として12,729株の自己株式処分を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が19百万円増加し、自己株式が38百万円減少いたしました。当

第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金6,986百万円、自己株式が1,301百万円となっております。

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日、以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実

性が認められる場合には、工事進行基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間

にわたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生

した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。また、履行義務の充足に係

る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準

にて収益を認識しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点ま

での期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履

行義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き（１）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,107百万円増加し、売上原価は8,075百万円増加し、営業利益、

経常利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞれ32百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は17

百万円増加しております。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業 製造販売・環境事業等 計

売上高

外部顧客への売上高 39,649 25,604 65,254

セグメント間の内部売上高
又は振替高

107 978 1,086

計 39,757 26,583 66,340

セグメント利益 1,065 3,499 4,564

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,564

セグメント間取引消去 14

全社費用(注) △1,538

四半期連結損益計算書の営業利益 3,040

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業 製造販売・環境事業等 計

売上高

　外部顧客への売上高 46,967 31,600 78,567

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

63 883 947

計 47,030 32,484 79,515

セグメント利益 1,854 2,566 4,421

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,421

セグメント間取引消去 △7

全社費用(注) △1,539

四半期連結損益計算書の営業利益 2,874

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　３．報告セグメントの変更に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて当第３四半期連結累計期間の「建設事業」の売上高は8,100百万円増加し、

セグメント利益は29百万円増加し、「製造販売・環境事業等」の売上高は7百万円増加し、セグメント利益は2百万

円増加しました。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

事業別受注・売上・次期繰越高

区 分

前第３四半期連結累計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

前
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 29,233 81.6 24,763 75.7

土木工事 6,593 18.4 9,054 27.7

計 35,826 100.0 33,817 103.4

製造販売・環境事業等 ― ― △1,104 △3.4

合 計 35,826 100.0 32,713 100.0

受
注
高

建設事業

舗装工事 44,376 53.9 39,331 48.0

土木工事 12,329 15.0 9,932 12.1

計 56,706 68.9 49,263 60.1

製造販売・環境事業等 25,604 31.1 32,705 39.9

合 計 82,310 100.0 81,969 100.0

売
上
高

建設事業

舗装工事 32,958 50.5 39,500 50.3

土木工事 6,690 10.3 7,467 9.5

計 39,649 60.8 46,967 59.8

製造販売・環境事業等 25,604 39.2 31,600 40.2

合 計 65,254 100.0 78,567 100.0

次
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 40,650 76.9 24,594 68.1

土木工事 12,232 23.1 11,520 31.9

計 52,883 100.0 36,114 100.0

製造販売・環境事業等 ― ― ― ―

合 計 52,883 100.0 36,114 100.0

　


